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原
発
は
い
ら
な
い
⑮ 

  

放
射
能
の
ゴ
ミ 

そ
の
１ 

         

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

 

壱
丁
田
キ
ミ
サ
ワ
横
に
繋
が

る
が
、ト
ン
ネ
ル
付
近
の
壱
丁

田
出
口
の
土
地
買
収
に
１
軒

だ
け
難
航
し
て
い
る
。市
担
当

者
の
話
で
は
、
今
の
と
こ
ろ 

 

宇
品
の
港
に
着
い
た
四
月

二
十
九
日
の
薄
暮
、
野
戦
重

砲
兵
の
野
戦
上
番
兵
た
ち
は

能
登
丸
に
乗
船
し
て
、
船
倉

の
一
室
に
放
り
こ
ま
れ
、
携

帯
の
外
被
、
つ
ま
り
、
軍
隊

の
薄
っ
ぺ
ら
な
レ
イ
ン
コ
ー

ト
に
く
る
ま
っ
て
蚕
棚
に
寝

る
、
寒
い
夜
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

日
本
車
の
輸
送
船
に
乗
る

と
き
、
船
長
用
の
別
室
で
ゆ

っ
た
り
で
き
る
将
校
と
違
っ

て
、
下
士
官
以
下
は
一
山
い

く
ら
の
タ
ダ
の
員
数
で
、
殺

風
景
な
船
倉
に
作
ら
れ
た
二

段
の
蚕
棚
に
、
た
だ
ぎ
っ
し

り
と
犇
め
い
て
寝
る
だ
け
で

あ
り
ま
し
た
。 

 

忘
れ
ら
れ
な
い
雑
居
地
獄
で

あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
当
番
が
炊
事
へ
行

っ
て
も
ら
っ
て
く
る
メ
シ
が

ま
ず
い
。
そ
し
て
、
ト
イ
レ

が
遠
く
て
、
汚
い
。
熱
帯
の

海
を
行
く
船
の
船
倉
は
、
狭

く
て
暑
く
て
寝
苦
し
く
て
、

兵
隊
は
い
つ
も
汗
ま
み
れ
。

ト
イ
レ
ヘ
行
っ
て
く
る
と
、

自
分
の
寝
場
所
が
ふ
さ
が
っ

て
い
る
。 

ト
イ
レ
は
甲
板
に
作
ら
れ

た
ち
ゃ
ち
な
仮
設
ト
イ
レ

で
、
い
つ
も
、
排
泄
物
が
山

の
よ
う
に
積
み
重
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
、
船
員
さ
ん
が

ホ
ー
ス
で
海
水
を
噴
射
し
て

海
に
洗
い
落
と
し
て
く
れ
る

の
だ
が
、
す
ぐ
ま
た
溜
ま
る
。 

小
ス
ン
ダ
列
島
を
そ
れ
で
移
、 

 

 

南
町
文
教
線
は
新
幹
線
ガ

ー
ド
下
か
ら
、
北
中
手
前
交

差
点
ま
で
の
区
間
を
拡
幅
し

自
転
車
道
を
併
設
す
る
工
事

で
来
年
度
中
に
完
成
予
定
で

あ
る
。 

 

昨
年
７
月
、
東
駿
河
湾
環

状
道
路
の
一
部
、
塚
原
か
ら

沼
津
間
が
開
通
し
た
が
、
そ 

あ
る
野
戦
重
砲
兵
の
物
語
（８
） 

             

秋 

元 

実 

 
 

│ 

ジ
ェ
ル
ソ
ミ
ー
ナ 

│ 
 

道
化
師
の
哀
し
み
す
こ
し
潜
ま
せ
て
ジ
ェ
ル
ソ 

ミ
ー
ナ
を
若
者
が
舞
う 

 
 
 
 
 

＊
Ｆ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
監
督
の
映
画
「
道
」(

１
９
５
４
・
伊)  

の
女
主
人
公
。
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
・
マ
シ
－
ナ
が
演
じ
た
。 

 

憂
い
目
の
表
現
者
〝
安
藤
〟
に
エ
ー
ル
す
る
少 

数
派
で
す
叫
び
ま
せ
ん 

 

ゲ
シ
ュ
タ
ボ
を
前
に
マ
ク
ベ
ス
朗
詠
す
八
十
四 

才
老
優
の
「
巨
匠
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
滝
秀
治
の
「
巨
匠
」
を
見
て 

 

〝
待
つ
〟
と
い
う
あ
や
う
さ
い
つ
か
忘
れ
ら
れ 

ケ
ー
タ
イ
を
打
つ
駅
前
広
場 

 

時
間
を
零
す
砂
時
計
ゆ
る
く
崩
れ
ゆ
く
万
の
核 

持
つ
こ
の
地
球
危
う
し 

浅
野 

和
子 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

動
し
た
五
百
ト
ン
ぐ
ら
い
の

船
の
場
合
、
ト
イ
レ
は
舷
側

に
吊
り
下
げ
て
あ
り
、
そ
ん

な
と
き
、
自
分
の
し
ゃ
が
ん

だ
尻
の
下
を
、
船
の
速
度
に

合
わ
せ
て
奔
る
潮
の
激
流
に

注
意
し
な
が
ら
、
そ
の
上
へ

用
を
足
す
の
も
、
ま
さ
に
い

の
ち
が
け
で
し
た
。 

 

宇
品
を
出
て
二
週
間
た
っ

て
能
登
丸
は
、
進
攻
の
日
本

軍
が
「
昭
南
」
と
改
名
し
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着
き
ま
し

た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
現
地

の
司
令
部
の
ト
ラ
ッ
ク
で
丘

上
の
兵
站
宿
舎
に
運
ば
れ
た

の
で
す
が
、
そ
の
途
中
、
汚

れ
た
半
ズ
ボ
ン
の
服
装
で
街

路
に
溢
れ
る
、
イ
ギ
リ
ス
兵

の
捕
虜
の
大
群
を
見
た
の
で

あ
り
ま
し
た
。 

（
つ
づ
く
） 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

 

能
登
丸
は
や
が
て
出
港

し
、
五
島
列
島
を
左
舷
に
見

て
東
シ
ナ
海
を
南
下
し
。
台

湾
の
高
雄
港
に
寄
っ
て
、
日

本
の
領
土
に
サ
ヨ
ナ
ラ
し
た

後
、
あ
る
夜
、
バ
シ
ー
海
峡

と
い
う
異
国
の
海
に
さ
し
か

か
っ
た
の
で
す
が
、
わ
た
し

は
そ
こ
で
、
初
め
て
、
茫
洋

と
広
が
る
亜
熱
帯
の
夜
空

に
、
南
十
字
星
（
サ
ザ
ン
・

ク
ロ
ス
）
の
神
秘
的
な
輝
き

を
見
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

わ
た
し
は
、
南
方
戦
線
で

の
従
軍
中
、
四
回
輸
送
船
に

乗
る
機
会
か
あ
り
ま
し
た

が
、
兵
隊
に
と
っ
て
、
ま
さ

に
こ
の
輸
送
船
と
い
う
の
が
、 

 

土
地
買
収
は
目
途
が
立
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で

工
事
が
進
ん
で
い
る
の
で
、４

月
中
に
は
、迂
回
し
て
暫
定
開

通
す
る
予
定
だ
と
の
こ
と
。 

 

と
と
、
平
和
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
は
、
ま
さ
に
〝
車
の
両
輪

〝
で
す
。「
映
画
の
力
」
で
世
の

中
を
変
え
た
い
！
と
い
う
思
い

で
つ
く
ら
れ
た
こ
の
映
画
で
す

が
、
人
間
の
命
の
大
切
さ
と
、

未
来
へ
の
希
望
を
指
し
示
す
社

会
づ
く
り
へ
の
提
言
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
主
演
：
長
谷
川
初
範
、

と
よ
た
真
帆
、
加
藤
剛
、
大
鶴

義
丹
ほ
か
） 

４
月
17
日(

土) 

①
14:

00
～
、
②
18
：
30
～ 

三
島
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

3F
講
義
室
、《
前
売
券
》
一

般
１
０
０
０
円
（
当
日
券
１

２
０
０
円
）
学
生
８
０
０
円 

主
催
／
「
い
の
ち
の
山
河
」

上
映
実
行
委
員
会(

問
合
せ)

９
７
５
‐
２
８
５
５(

加
土
井) 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

原
発
は
、
事
故
が
な
く
て
も

地
震
が
な
く
て
も
、
あ
る
だ
け

で
危
険
な
放
射
能
の
大
量
発

生
装
置
で
あ
る
。 

原
子
炉
の
中
で
は
燃
料
の

ウ
ラ
ン
に
中
性
子
を
当
て
ウ

ラ
ン
原
子
が
壊
れ
る
と
き
に

出
る
熱
で
周
り
の
水
を
高
温

に
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
い

ろ
ん
な
種
類
の
放
射
能
が
発

生
す
る
。 

原
子
炉
運
転
か
ら 

原
子
炉
を
運
転
す
れ
ば
結

果
と
し
て
、
放
射
能
そ
の
も

の
、
放
射
能
を
含
む
も
の
、
放

射
能
で
汚
染
さ
れ
た
も
の
な

ど
の
放
射
性
廃
棄
物
が
発
生

す
る
。 

 

放
射
能
の
大
き
さ
で
、
高
レ

ベ
ル
廃
棄
物
と
さ
れ
て
い
る

の
は
、
原
子
炉
で
燃
や
さ
れ
て

「
死
の
灰
」
の
溜
ま
っ
た
使
用

済
み
核
燃
料
を
再
処
理
（
燃
え

残
り
の
ウ
ラ
ン
、プ
ル
ト
ニ
ウ 

 

ら
漏
れ
出
た
放
射
能
汚
染
水

や
洗
濯
廃
液
で
、
排
水
溝
か

ら
海
に
放
出
さ
れ
る
。 

液
体
廃
棄
物
は
セ
メ
ン
ト

な
ど
と
混
ぜ
て
ド
ラ
ム
缶
に

固
め
こ
み
固
体
廃
棄
物
と
な

る
。
可
燃
物
を
燃
や
し
た
灰
を

固
め
た
も
の
、
不
燃
物
を
固
め

た
も
の
、
大
型
機
器
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
そ
の
ま
ま
固
体
廃

棄
物
と
な
る
。 

廃
炉
の
解
体
か
ら
廃
止
さ

れ
た
原
子
炉
を
解
体
す
る
際

に
も
大
量
の
放
射
性
廃
棄
物

が
発
生
す
る
。 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
か
ら 

原
発
の
燃
料
を
作
り
使
用
済

み
核
燃
料
を
再
処
理
す
る
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
の
各
工
程
か

ら
も
廃
棄
物
が
発
生
す
る
。
放

射
性
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
施

設
も
新
た
な
廃
棄
物
を
生
み

出
す
。
こ
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

が
放
射
性
廃
棄
物
を
膨
大
な

も
の
と
し
て
い
る
。 

参
考
資
料 

『
放
射
性
廃
棄
物
の
す
べ
て
』 

西
尾
漠 

 

軍
に
押
し
付
け
ら
れ
た
憲
法

だ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
誤
り
を
た
だ
し
、
鈴

木
安
蔵
ら
憲
法
研
究
会
の
つ

く
っ
た
「
憲
法
草
案
」
が
現
行

憲
法
の
基
礎
に
な
っ
た
と
い

う
、
日
本
国
憲
法
誕
生
の
真
実

を
語
っ
て
感
動
を
与
え
た
映

画
『
日
本
の
青
空
』
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
大
沢
豊
監
督
が
再
び

メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
た
『
い
の
ち

の
山
河
』
が
全
国
各
地
で
上
映

さ
れ
感
動
を
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

長
く
無
医
村
で
あ
っ
た
岩

手
県
の
山
あ
い
の
沢
内
村

（
現
・
西
和
賀
村
）
。
父
か
ら 

 

医
者
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ

つ
つ
も
村
を
離
れ
て
い
た
深
沢

晟
雄
は
妻
と
共
に
帰
郷
し
、
村

の
抱
え
る
「
豪
雪
、
多
病
、
貧

困
」
と
い
う
三
悪
を
克
服
し
よ

う
と
立
ち
上
が
り
ま
す
。
や
が

て
村
長
と
な
っ
た
深
沢
は
、「
生

命
尊
重
」
の
理
念
を
掲
げ
、
憲

法
25
条
（
す
べ
て
国
民
は
、 

   

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
）

を
盾
に
、
当
時
は
国
民
健
康
保

険
法
違
反
で
あ
っ
た
老
人
と
乳

児
の
医
療
費
無
料
化
に
踏
み
切

り
ま
す
。
そ
し
て
全
国
で
も
最

悪
だ
っ
た
乳
児
死
亡
率
を
全
国

初
の
乳
児
死
亡
率
ゼ
ロ
へ
と
導 

 

き
ま
す
。 

 

東
北
大
学
に
幾
度
も
足
を
運

ん
で
医
師
の
派
遣
を
要
請
し
、

医
師
、
看
護
婦
、
保
健
婦
、
村

民
が
一
丸
と
な
っ
て
徹
底
し
て

命
を
守
ろ
う
と
す
る
沢
内
行
政

の
取
組
み
が
感
動
的
に
描
か
れ

ま
す
。
１
９
６
５
年
１
月
、
深

沢
村
長
は
在
職
中
に
食
道
癌
で 

   

死
去
。
享
年
60
歳
で
し
た
。 

深
沢
が
自
ら
公
約
し
た
豪
雪

の
冬
、
除
雪
し
て
バ
ス
を
通
し

た
そ
の
道
を
、
沢
内
村
に
帰
っ

て
ゆ
く
深
沢
の
遺
体
を
多
く
の

村
民
が
沿
道
に
出
迎
え
ま
す
。

こ
の
「
生
命
行
政
」
を
実
現
す

る
ま
で
の
深
沢
と
村
民
た
ち
の 

 

奮
闘
の
日
々
と
数
々
の
ド
ラ

マ
。
今
か
ら
45
年
前
の
こ
と

で
す
。 

沢
内
村
の
取
り
組
み
と
逆
行

す
る
格
差
社
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
、
派
遣
村
、
貧
困
、
孤
立
、

自
殺
、
少
子
化
。
現
代
の
さ
ま 

       

ざ
ま
な
「
い
の
ち
」
の
問
題
を 

考
え
る
と
き
、
い
ま
一
度
、
憲 

法
25
条
の
精
神
を
活
か
し
、

問
い
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一

人
ひ
と
り
の
い
の
ち
を
守
る
こ 

 

道
路
整
備
事
業
の
現
状 

   
万
年
工
事
で
何
時
で
き
る
か
と
市
民
の
声
！ 

 

世
界
に
誇
る

べ
き
平
和
憲
法

を
否
定
す
る
主

張
の
一
つ
に
「
占

領 

「映
画
の
力
」で
平
和
憲
法
を
生
か
そ
う
！ 

『い
の
ち
の
山
河
』三
島
上
映
会 

ム
と
廃
棄
物
に
分
け
る
）
し

た
後
に
残
る
廃
液
と
、
廃
液
を

ス
テ
ン
レ
ス
容
器
に
固
め
た

ガ
ラ
ス
固
化
体
な
ど
。 

低
レ
ベ
ル
は
、
核
燃
料
か
ら

も
れ
て
き
た
死
の
灰
、
原
子
炉

内
の
金
属
に
放
射
線
が
あ
た

っ
て
生
ま
れ
た
放
射
能
、
原
子

炉
内
の
機
器
な
ど
で
あ
る
。
低

レ
ベ
ル
廃
棄
物
と
い
っ
て
も
、

そ
の
ド
ラ
ム
缶
に
数
分
も
触

れ
て
い
れ
ば
一
般
人
の
年
間

被
曝
限
度
に
達
す
る
ほ
ど
の

放
射
線
が
出
て
い
る
。 

形
状
で
分
け
る
と
、
気
体
廃

棄
物
と
し
て
は
、
燃
料
か
ら
漏

れ
出
た
気
体
の
放
射
能
や
粒

子
場
の
放
射
能
を
含
ん
だ
気

体
で
、
こ
れ
は
排
気
筒（
煙
突
）

か
ら
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
。

可
燃
性
の
固
体
廃
棄
物
を
焼

却
し
た
り
、
ガ
ス
化
し
て
も
生

ま
れ
る
。 

液
体
廃
棄
物
は
、
機
器
か 

 

三
島
駅
北
口
か
ら
北
に
向

か
い
、
東
レ
体
育
館
横
を
抜

け
、
萩
方
面
に
抜
け
る
道
路

が
三
島
駅
北
口
線
だ
が
、
計

画
で
は
谷
田
幸
原
線
が
長
泉

町
の
池
田
柊
木（
ひ
い
ら
ぎ
）

線
と
合
流
し
た
点
で
交
差
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
来

年
度
中
に
は
、
土
地
買
収
を

完
了
し
、
取
り
合
え
ず
、
北

口
か
ら
延
長
し
た
線
が
池
田

柊
木
線
ま
で
つ
な
が
る
予
定

で
、
北
口
線
の
そ
の
先
、
萩

ま
で
は
今
の
と
こ
ろ
全
く
目

途
が
立
っ
て
い
な
い
。
池
田

柊
木
は
国
道
で
、
来
年
ま
で

は
完
成
予
定
で
あ
る
。 

 

一
方
、
谷
田
幸
原
線
は
若

松
町
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、 

 

現
在
、三
島
市
が
進
め
て
い
る
道
路
整
備
事
業
に
は
①
三
島
駅
北
口
線
②
谷
田
幸
原
線
③
下
土

狩
文
教
線
④
南
町
文
教
線
⑤
次
年
度
か
ら
の
小
山
三
軒
家
線
が
あ
る
。谷
田
幸
原
線
は
ト
ン
ネ
ル

工
事
が
完
了
す
れ
ば
若
松
町
―
壱
丁
田
間
は
暫
定
開
通
す
る
。
ま
た
、
三
島
駅
北
口
線
も
来
年
度

中
に
一
部
開
通
す
る
見
通
し
と
の
こ
と
だ
。
三
島
の
道
路
整
備
事
業
を
探
っ
て
み
た
。 

 

の
結
果
、
従
来
、
市
内
を
通
過

し
て
い
た
車
が
、環
状
線
に
流

れ
、市
内
で
の
車
の
混
み
具
合

は
若
干
緩
和
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
一
号
線
箱
根

登
り
口
付
近
が
大
渋
滞
を
引

き
起
こ
す
結
果
と
な
っ
た
。 

 

東
駿
河
湾
環
状
線
の
加
茂

イ
ン
タ
ー
は
既
に
完
成
し
て

い 

い
る
が
、
国
交
省
の
話
で
は
、

環
状
線
の
塚
原
か
ら
先
の
熱

函
道
路
ま
で
の
接
続
が
完
成

し
た
時
点
で
、加
茂
イ
ン
タ
ー

を
開
く
予
定
で
あ
る
と
の
こ

と
。工
事
の
進
捗
状
況
に
も
よ

る
が
、
４
、
５
年
先
に
な
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。 

efefefefefefegef 

平家物語を読む会 
と き：毎月第１，２，３金曜日 
    午前１０時～１２時 
ところ：沼津駅前パレット集会室 
テキスト：岩波文庫「平家物語」 
会費   月３０００円 
問い合わせ 055-972-4953 

こくごビレッジ（高月） 
☆見学自由 お気軽にご参加下さい。 

 

ま
た
、
谷
田
幸
原
線
の
、
壱
町
田
か

ら
徳
倉
を
抜
け
幸
原
に
至
る
道
路
は
、

現
在
、
壱
丁
田
か
ら
徳
倉
二
丁
目
ま
で

の
間
に
つ
い
て
、
地
元
住
民
に
測
量
調

査
の
お
願
い
を
し
て
お
り
、
こ
の
間
、

二
回
の
説
明
会
を
開
い
た
が
、
地
元
の

了
解
は
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

こ
の
線
の
開
通
予
定
は
全
く
目
途

が
立
っ
て
お
ら
ず
、
完
全
開
通
は
10

年
先
か
20
年
先
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
。 

 

現
在
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
下
土
狩
文
教
線
は
、
三
島
裾

野
線
と
三
島
駅
北
口
を
結
ぶ
幹
線
と

な
る
。
23
年
度
中
に
は
完
成
予
定
で

あ
る
が
、
北
口
付
近
の
地
下
に
溶
岩
洞

窟
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
約
９

千
万
円
を
か
け
、
洞
窟
の
埋
め
込
み
工

事
が
行
な
わ
れ
る
予
定
だ
。 

            

＊ 

 「児童文学を語る会」「はとぽっぽの会」 
  一堂に会して楽しいひとときを過ごしましょう
・日時 ３月１３日（土）１２時 
・場所 ギャラリー＆カフェ「田（でん）」 
     三島市谷田塚の台１５８（℡９７５－１７５８） 
・行き方：バス「三恵台行き」 大社前を１０時１１時１２時とも１９分  
      「元箱根港行き」    同      上   ４４分 
        「東海病院前下車」通りを渡ってすぐです 

・話し合い 
 １、『文芸三島第３２号』掲載の会員作品の感想 
   ＊随筆の部・・・「日本の夏」・・・・・・・・松本早苗 
   ＊小出正吾先生作品感想文・・・小中学生１７名の作品 
 ２、感動した本、好きな本などの紹介 
 ３、『はとぽっぽの会』今年度の活動と感想など 

・会費 昼食（軽食）代  １２００円 
申し込み  ３月８日（月）まで下記に 

渡辺紀江（９７５－５７７５）・山口当子（９７１－３３４８）まで 

ラグナヒーリングルーム 
Ｔｅｌ 055-976-0636 
三島市本町第一ビル２Ｆ 
Ｏｐｅｎ AM11:00～PM19:00（予約制） 
占術・カバラ・気学・手相・人相 
・バイオリズム・タロット・姓名学 
相性占い・自己分析及び過程分析・月運 
・年運など・内容にかかわらず随時ご相談下さい。 
（２０分２０００円～以降１０分につき１０００円） 
鑑定者 三月 麻琴 
ご予約は 055-971-1124 杉山 又は 090-1782-8880 
Mail:mizuki-makoto@softbank.ne.jp 

 チェルノブイリ原発事故から 24 年目 

主催：原発震災を防ぐ風下の会 

 ＝東海大地震は迫っている＝ 

①三島駅北口線 

? 谷田幸原線 

③下土狩文教線 

谷田幸原線トンネル 

④
南
町
文
教
線 

⑤
小
山
三
軒
家
線 

池田柊木線 

「映画の力」で平和憲法を生かそう！

いのちの山河～日本の青空Ⅱ～ 
４月１７日(土) 
①14：00～16：00 ②18：30～20：30 
三島生涯学習センター ３F 講義室 
《前売券》 
一般 1,000 円（当日券 1,200 円）学生 800 円 
主催／「いのちの山河」上映実行委員会 

問合せ：975-2855(加土井)  

三島上映会 

と
き 

こ
ぼ 

ほ
し 


